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研究成果の概要（和文）：チベットに伝存する、インド大乗仏教の梵文写本コレクションは、そ

の質と量において他地域に所蔵される写本コレクションの追随を許さない、第一級の資料であ

り、我々はその一部を、ゲッティンゲンに所蔵される写真版、すなわちゲッティンゲンコレク

ションを通じて目にすることができる。本研究では、同コレクションの目録の不備を補い、未

解読の写本を同定および校訂・翻訳し、さらに奥書を網羅することによって諸写本の筆写年代・

地域を確定して由来を明かした。 
 
研究成果の概要（英文）：The Sanskrit Manuscript collection preserved in Tibet is one of  the best in its 
quantity and quality among other collections preserved elsewhere. Currently, we can utilize some of  the 
manuscript through the photographic copies preserved at Göttingen (NSUB) and overview the collection 
through the catalogue composed by F. Bandurski. As a result of  the present research project, we could 
correct a number of  errors contained in the catalogue (misidentifications of  manuscripts etc.), identify 
hitherto unidentified manuscripts, and clarify the date and origin of  the manuscripts studying their 
colophons.  
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１．研究開始当初の背景 
 
アジア全域に浸透する仏教の思想・歴史を研
究するためには、その底流にあるインド仏教
の存在を決して無視することはできない。し
かし、古典インド語であるサンスクリット語
で記された原典資料、すなわち梵文写本は、
インド本土においてはほぼ散逸している。
我々が今日手にすることができるのはイン
ド周辺諸国に伝来する梵文写本である。イン
ド周辺諸国のなかでも、チベットに伝来する
梵文写本は質・量ともに他の追随を許さない。 

これらの資料は 1930 年代にインド人仏教
学者ラーフラ・サーンクリティヤーヤナおよ
びイタリア人仏教学者ジュッゼッペ・ツッチ
が各々独立して調査し、そのいくつかを写真
に収め、インド大乗仏教原典研究に計り知れ
ない恩恵をもたらした。しかし 1960 年代以
降になると中国・チベット間の政治情勢の激
変に伴い、それら梵文写本は我々研究者の手
の届かないものとなり、写本研究は停滞を余
議なくされた。 

かかる状況下、現在、我々が使用しうるの
は、上記の、1930 年代に撮影された梵文写本
の写真版である。厳密には、ラーフラ撮影写
真のポジティブコピーを蔵するゲッティン
ゲン州立兼大学図書館のコレクションのみ
が一般公開されている。 

このゲッティンゲンコレクションは、バン
ドルスキーによる目録が 1994 年に発表され
ることによって、初めて全貌が明かされた。
目下、我々は同目録を通じてのみ、チベット
伝来の仏教梵文写本研究をなしうる。同目録
は、しかし、写本研究の専門家によって編ま
れたものではないこともあり、いくつかの重
大な不備を含む。本研究は、ゲッティンゲン
コレクション所収の写真資料を網羅的に再
検討し、同目録の不備(写本情報の誤解・誤記)
を訂正し、また、目録刊行後に新たにもたら
された成果を補足することによって、仏典梵
文写本研究のための基礎情報を更新し、情報
の精度を高めることを目指す。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目指すところは、 
(1)上記のゲッティンゲンコレクションの写
本写真版目録における不備を訂正し、最新の
研究成果をもとに情報を更新し、 
(2)未比定写本の同定を行い、 
(3)これまでに報告者が同定しえた写本を精
読してテクストの校訂と訳注を発表し、 

(4)チベット伝来梵文写本を所蔵する他のコ
レクションとの照合を行い、 
(5)ゲッティンゲンコレクション所収写本の
筆写地域・年代の分布の統計をとって写本の
由来を明かすことである。 
以上 5点によって、コレクションを、細部

と全体との双方向から網羅的に検証し、それ
によってチベット伝来仏典梵文写本の未解
明な部分を詳らかにする。 
 
 
３．研究の方法 
 
上記目的(1)(2)を達成するために、目録（原
文はドイツ語）の序文を全訳し、その訳注に
おいて誤記を訂正し、補足すべき情報を補う。
またゲッティンゲン州立兼大学図書館を訪
ね、そこに所蔵される、梵文写本のポジティ
ブフィルムを調査し、目録情報の是非を検証
し、同時に未比定写本を解読する。 
上記目的(3)を達成するために、ゲッティ

ンゲンに所蔵される当該資料を精読し、さら
に他のコレクション(下記参照)に含まれる
関連写本資料を集める。 
上記目的(4)を達成するために、ゲッティ

ンゲンコレクションと、およびローマの国立
アジア・アフリカ研究所の所蔵する写本写真
(ツッチコレクション)を対照し、相互のコレ
クションに共通する資料と、いずれか一方に
のみ含まれる資料とについて照合をおこな
う。 
上記目的(5)を達成するためには、チベッ

ト伝来梵文写本の奥書を転写して並べた、ラ
ーフラ・サーンクリティヤーヤナの手になる
写本目録を参照し、筆記年代・地域に関する
情報を網羅的に回収し、写本の由来について
確認する。 
 
 
４．研究成果 
 
当該研究の成果は、上記 5点の目的に応じた
下記の 5点に集約される。 
 
(1) ゲッティンゲンコレクション目録にお
ける不備の訂正: 報告者は当該研究期間の
初年度において同目録の序文和訳を刊行し
(下記⑩論文「ゲッティンゲン所蔵の仏典
梵文写本管見―『バンドルスキー目録』
序文の和訳―」)、そこにおいて、同目録の
もつ価値を現在の写本研究の視点から再評
価した上で、目録における不備を指摘し、目
録刊行後に行われた補充調査の成果を網羅



 

 

した。従来、ドイツ語で記された同目録は、
その価値は認識されながらも、本邦では広く
読まれることがなかった。本研究においてそ
の和訳を刊行しえたことによって、当該研究
分野の今後の発展の契機となることが期待
される。 
 
(2) 未比定写本の同定: ゲッティンゲンコ
レクションの整理番号 Cod.ms.sanscr. 
259(写本原本)は従来「未比定」とされてき
たが、苫米地等流氏(オーストリア科学アカ
デミー)によってアバヤーカラグプタ著『ア
ームナーヤマンジャリー』の一断片と同定さ
れ、同氏の協力のもと、その解読成果を下記
⑤論文(A Critical Edition and Translation 
of a Text Fragment from Abha-
yākaragupta's Āmnāyamañjarī: Göttingen, 
Cod.ms.sanscr. 259b)に報告した。  

また、ローマのツッチコレクションに
含まれる未比定写本群の中から 4 点の作
品を同定し、その成果を下記⑨論文「ツ
ッチ・コレクションにおいて新たに比定
された梵文写本テクスト断片」および下
記③論文(A Preliminary Report on Newly 
Identified Text Fragments in Śāradā Script from 
Zhwa lu Monastery in the Tucci Collection)に報
告した。 
 
(3) これまでに同定しえた写本の解読: ゲ
ッティンゲンコレクション整理番号 Xc14/34
に含まれる、ヴァイローチャナラクシタが著
した瑜伽行派の注釈書 2点について、ツッチ
コレクションに収録される同一写本の別撮
り写真と対照し、校訂テクストを作成し、下
記論文④(Two Short Glosses on Yogācāra Texts 
by Vairocanarakṣita: Viṃśikāṭīkāvivṛti and *Dha-
rmadharmatāvibhāgavivṛti)に発表した。 
 また、ネパール伝来の仏典梵文写本に含ま
れる、シャーンタラクシタ著『タットヴァサ
ングラハ』に対する著者不明の注釈の写本断
片の解読成果を、張本健吾氏(ハンブルグ大
学)の協力のもと、下記論文⑥(Fragments of 
a Commentary on the Tattvasaṅgraha, Part 
1)に発表した。 
 
(4) チベット伝来梵文写本を所蔵する他の
コレクションとの照合: 2009 年 9 月 9 日
に大谷大学において開催された日本印度学
仏教学会の特別パネル部会「梵文写本研究
の現状と課題」 (パネルコンベナー・小
谷信千代氏 )において、「近年の仏典梵文写
本研究の動向―チベットおよびネパール所蔵梵
文写本を中心として―」と題した発表を行った。
特にチベット伝来の梵文写本をめぐる世界各地
の研究機関の近年の動向に焦点をあて、各機
関の所蔵資料の既刊の目録類を紹介し、国際
的な共同研究の現状と展望について詳細に論

じた。その枠組みにおいてゲッティンゲンコレク
ションの位置づけと研究の現状を詳らかにし、特
にローマのツッチコレクションとの対照研究の必
要性を論じた。後者の改訂版目録は、2009 年
12 月にイタリア国立アジア・アフリカ研究所
(IsIAO)から出版され、ゲッティンゲンコレクション
との対照研究がより容易となった。 
 
(5) チベット伝来梵文写本の由来: ラーフ
ラ・サーンクリトヤーヤナは、1930 年代にチ
ベットにおいておこなった梵文写本調査の
成果を報告するなかで、写本の奥書の転写を
提示している。本報告者は、この奥書情報を
網羅し、筆写年代・地域が確定された梵文写
本のリストを作成し、その成果を下記論文⑩
に附論「『サーンクリトヤーヤナ目録』にお
いて年代確定された梵文写本のリスト」と題
して発表した。筆写年代・地域が確定された
写本は、ネパールで記されたものが多く、今
回確認できた最古の筆写年代は 998年である。
また、東インドのパーラ朝期の写本や、カシ
ュミールで筆写された写本(1054 年筆写が最
古)も、奥書に年代を含む。一方、奥書を欠
く写本の中には、字形によってそれよりも古
いと推定されうる写本や、南インドのグラン
タ文字で記された写本、スリランカの写本な
どが存在する。このような写本の多様性は、
当時の仏教徒の活発な往来を如実に物語り、
チベット伝来梵文写本が、時代的・地域的に
かなりの広がりをもっていることが知られ
る。これら梵文写本の由来およびチベット仏
教世界における受容の歴史については、当該
研究で得られた成果をもとに、チベット歴史
資料の記述を加味しながら、より詳細な研究
を計画している。 
また、下記論文①「ゲンドゥンチュンペ

ー著『世界知識行・黄金の平原』第一章和訳
―1930 年代のチベットにおける梵文写本調
査記録― (1)」においては、これまで十分
に注目されてこなかった 1930 年代に行
われた写本調査の実態について、チベッ
ト撰述の資料を中心に検討し、その成果
を報告した。  
 
近年は、中国の研究機関(蔵学研究中心、

北京大学など)を中心に、国際共同研究のも
と、チベット伝来梵文写本研究のプロジェク
トが活発化し、チベット伝来梵文写本の持つ
価値が改めて評価されつつある (2009年1月
24 日付『中外日報』および 2010 年 4 月 11 日
付『高野山時報』に報告)。このように活発
化しつつあるチベット伝来梵文写本研究を
よりスムーズにに展開していくために、我々
が先ずなすべき作業は、中国研究機関による
写本関連資料の目録整理、チベット自治区の
もつ写本原本の保存状況と目録整理、中国国
外研究機関が所蔵する写本写真の目録整理



 

 

を、相互補完的に進行させることである。本
研究で為し得た、ゲッティンゲンコレクショ
ンの再整理は―無論、今後も常に最新の研究
成果を反映させるために継続する必要はあ
るが―このような国際的な研究協力体制を
可能にせしめる一歩につながるものである
と自負する。 

 
本研究機関に行った研究活動は下記のご

とくである。まず 2008 年 6 月にアトランタ
において開催された国際仏教学会でチベッ
ト仏教最初期の如来蔵思想に関する研究成
果を口頭発表し、2008 年 7月、カトマンドゥ
にて開催された初期タントラ研究・ワークシ
ョップに参加した。2008 年 8 月にはハンブル
グ、ゲッティンゲン、ローマを訪ね、各機関
の蔵する写本関連資料を調査した。2008 年
11 月には高野山大学において苫米地等流氏
(オーストリリア科学アカデミー)を講師と
して招致し、中国蔵学研究中心とオーストリ
ア科学アカデミーが共同研究としてすすめ
るチベット伝来写本研究の最近の動向と、
『理趣経』梵文写本についての講演会を開催。
2009年3月にはゲッティンゲンおよびハンブ
ルグを訪ね、写本写真版の補充調査を敢行。
2009年7月には大谷大学にて開催された印度
学仏教学会特別パネル部会において、近年の
仏典梵文写本研究の動向について報告し、
2010年3月にはゲッティンゲンおよびハンブ
ルグにおいて写本写真版の第二次補充調査
を行った。 
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